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今月の報告テーマ
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1. 循環水量
1)建屋内滞留水 2)構内滞留水

2. 原子炉冷却と水量
1)炉別冷却水投入量 2)格納容器水位

3. 冷却水循環水路と配管仕様改良計画

4. 夏季昇温対策

5. タンクの建替えと増設
1)全体計画 2)遮水シート貼り掘り込み池の建設計画

6. 地下水流入対策
1)上流側削井計画 2)サブドレンピットでの浄化

7. 建屋間止水の計画

8. 建屋内循環冷却計画

9. 「行動隊」として関与の可能性



１-1) 建屋内滞留水
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1. 建屋内高濃度汚染水合計8万トン

2. 建屋内汚染：2号機が最も深刻

3. 3号機：屋上カバー破損のため周辺に
汚染が広がり、汚染水調査の障害に
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1-2) 構内滞留水

1.  「中低レベル」処理水タンクの容量は合計20万トン

2.  すでに15万トンが貯留されている
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2-1) 炉別冷却水投入量

1. CS系： コア・スプレイ

2. 次に述べるように水位が低い
ことから考えて､給水系よりは
コア・スプレイの方が重要と思
われる
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2-2) 格納容器水位

1. 2号機：格納容器（PCV）底部水位は60cm(本年3月調査)

2. 1号機：8月に測定を計画。原子力安全基盤機構（JNES）の解析
では40cm

3. いずれも格納容器とトーラスの継目部分での漏水と推測
（5/22東京新聞）
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3. 冷却水循環水路と配管仕様改良計画

1.  原子炉から処理水タンクまでの管路のPE化は完了

2.  冷却水循環路のPE化は今秋に工事を予定
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4. 夏季昇温対策

1. 注水量は3基合計 22.5m3/hrで、原子炉関連温度が65℃に
達する予想

2. バッファタンクの傍に冷凍機(仕様不明)を７月に設置完了予定
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5-1) タンクの建て替えと増設：全体計画

1. タンク増設：4万トン分､リプレース：3万トン分を実施途上
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5-2) 遮水シート貼り掘り込み池の建設計画

1. 現在工事中

2. 各地の廃棄物処分場で問題を起こしている遮水シート貼り

3. 緊急対策であっても信頼性に疑問が残る



6-1) 地下水流入対策：上流側削井計画

1. 地下水は施設西側から海に向かって流れている

2. 汚染されていない上流側地下水を､井戸を掘り組上げて周辺の
地下水位を下げる

3. 結果として、建屋内への地下水流入量を減少させる

4. 組み上げた地下水は海へバイパス放流する
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6-2) 地下水流入対策：サブドレンピットでの浄化還流

1. 建屋周辺のサブドレンのうち､主として海側のドレンを浄化して地

下水を汲み上げる

2. 前項の削井計画と合わせて建屋周辺地下水の水位低下を図る

3. 1～4号機のうち､3号機周辺のサブドレン （No.31/32） は空間線
量が高く､実施に至っていない
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7. 建屋間止水の計画

1．格納容器から漏洩した高濃度汚染水が、配管スリーブを通って
タービン建屋に流入している

2. セメントを注入して止水する計画

3. 今年度に実施予定だが、工程計画は発表されていない
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8. 建屋内循環冷却計画

1．原子炉建屋を独立筐体とする
循環冷却の計画

2．建屋内への地下水流入と汚染
水の漏洩が制御でき、前項の
建屋間止水ができた後に設置
が可能になる

3．実施時期は提示されていない

4．建屋内除染が先に必要か
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9. 「福島原発行動隊」 として関与の可能性

1. 「建屋内循環冷却」の完成が中期的課題

1)格納容器補修の前段階で、燃料デブリ取り出しへの道筋

2)建屋内の汚染が激しく、完成時期の見通しは困難

2. 参画の可能性が考えられる当面の作業

1)管路監視

2)配管（ホース）取り替え

3)地下水回流のための井戸の掘削

4)タンク増設

5)サブドレンピット周辺作業


